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ここにご紹介させていただきますのは、昭和 44年度より2ケ 年にわたって発掘調査い

たしました隠岐国分尼寺跡の報告書であります。

ご存矢日のとおり最近の近代化・工業化の波は日増しに激しいものがありますが、わが隠

岐島においてもその例にもれず永く後世に残さなければならない掛けがえのない文化財が

その姿を消しつつあるのが現状であります。

このような状況の下で国及び県当局の行

'支

援を受け、隠岐国分尼寺跡の全貌を明らかに

できましたことは私の最もよろこびとするところであります。

以前より「尼寺本刊 又は「尼寺原」 と呼ばれ、専門家の方々より推定地としてチェック

されて来ておりました現地が、くしくも工業用地に開発されることに端を発し、なんとか

してこの貴重な遺産を西郷町としても日の当る場所に運び出すことが先汐とであるとして、

調査の着手に踏み切ったのであります。

現地周辺には国分(僧 )寺 が塀存しておりますが、ここは昭和九年後醒関刊十天二:行 ね:所 とし

て既に国の指定を受けているめでありますが、本格的な学術的研究のメスは入れてないの

であります。

また、近く発掘調査を計画している膊岐国庁跡の出l題も、これらに
'ど

らなる「H)と宏 。惣

社・古墳群に対しても、隠岐国分尼寺跡の奔兇によって、今までより、更に|り 1確 にイF狗 :仰 F

値を再認識させられること なヽり、膊岐の古イ(史 研究の liに 輝かしい 1ページを節ること

ができたと信ずるものであります
°

ご多忙中にもかかわらず、遠路はるばる御苦労いただきました文化庁、奈良田市文イと財

研究所の諸先ま、島根大学ご当局及び調査の事ユI当 を受けもっていただきました島根県教

育委員会近藤工i先生はじめ調杏にご協力いただきましたFxR係者各位に′とヽからんネ[申 し上げ

ますとともに、尼寺肋の今後につきましても御指導いただきますようお願い申し上げます

昭和46年 8月

島根県膊岐島後教育委員会

彦

白
ロ

ニ
■

轟

教育長  高  梨  武



H

1.本書は、隠岐国分尼寺跡|の
緊急発据調査にかかる概報である。

2 訓齊は、障岐郡西郷町が学体となり、実際の事務は膊岐島後教育委員会が担当した。
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保護主事近藤正、調

      I
4 本亨,1=使 |llし た写真は近藤が撮影したものであり、実測図の浄写はそれぞれの執筆者       ●

力ヽ分和iし た。

5 ホ紳各の執筆、作成につぃては、奈良国立支イと財研究所平
―
城宅跡発掘調査部沢村仁造

紺]ド●多装、H「 H十 革文劇:技官のご帝導を仰いだtユ か、資料の整翠には関西学院大学2回

牛束妻と
'イ
キのM力 を′野けた。

6 41111の 為lF夕 :と 符名「は近藤三「 が
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したのであり、若し内容その他に誤りがあるとすれ
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I 追跡の位置と環境

島根半島の沖合い約8Ckmに 浮かぶ隠岐群島は、大小 180あ まりの島からなりたつが、こ

のうち北東部に位置する島後は群島のなかでも最大の面積をもち、古来から政治 。文化の

中枢的役割をはたしてきた。すなわち、東西の長さ19km、 南北 21km、 面積およそ 246廟花

はかるこの島は、起伏のはげしい山地が発達するなかで、西北の五箇村郡、南東の西郷町

中条、東北の西郷町中村、西南の都万村都万の4地区にはまとまった平地をもっている。

なかでも西郷湾に投流する八尾川の形成した八尾平野は隠岐国最大の殻倉地帯をなしてい

る。

さて、ここに述べる隠岐国分尼寺跡は、島根県隠岐郡西郷町大字有本字野中19番地、20

ノ 1、 同 2、 21ノ 1～ 21ノ 3番地、26ノ 1～ 26ノ 6番地の範囲にある。奈良時代の行政区

回は、隠岐国周吉郡であった。

附近の地形は、島の羊寧大満寺山から南南西に向った支脈の木端は標高40mあ まりの丘

陵をなして八尾平野に迫っている。この丘陵を通称尼寺山と呼び、寺跡は、西寄りの丘陵

部には置 している。すなわち、尼寺原の牛突場とその西狽‖にある島後畜産センターの敷地

よりも一段「 った北佃‖の||1林 と牧章地、畑地の平lF割:を 中心に、東西約 loom、 南北約

100mあ まりの範FJrlに ある。そしてこの地片
'か

らは、西約 400mに 隠岐国分寺跡があり、

F百イHドには八耀川流域に腰‖μする平野を隔てて膊岐の総社王藩酢命神村、あるいは国衡の所

狛:地 に比だされている ドllLlの 台地を学むことができる景勝の信置を占めている。確かに、

3ケ 地条件からのみいえば、撰除な舌耳★台地に首まれた国分寺に比較して、この遺跡は東西

に長く延びる台地を広けにわたって占イデしているのは漕f意 し了おく必要があろう。

八だ平野を中心とする‖,F一帯には数多くの遺跡が分布している。まず、潜ど支時代の集

落は、 対岸の下西台地には (1｀大将軍遺跡 (前期)(注 1) (2(11ノ 鳩r遺跡 (中却1か
)

があり、さらに西独「湾の1/L‐ �vげ 居切 1に は前則1中棄から後すJI木業にかけた箕落が営まれてい

る (注 2)、 けlf時十(の 遺F方 については、八耀平野の東南端にある八HI椎附近で発兇され

た (3り l知F遺跡 (前則1後 半～後ナ91)(注 3)が矢Pら れているにすぎない。この遺跡は八だ

川改修ri引 fで奔ヶせされたものであり、集落跡の標滸Fは 、川床に
'Fい

仕置にあったことを思

えば、なIDN卜十1近 にIF∬ 併な集落が発ケごされる可能性はきわめて大きいのである。

古墳時十(に なれば、再び多くの遺跡をみることができる。まず集落としてはさきの月無

遺跡 (前即)を はじめ、下西台地では各所から十師器、須恵器片を採年すること
(が

できる。

このことはまた古墳の分布ともよく符合する。いまのところ、人尾川|イド域でしられる早い



Z

時期の吉墳は下西の丘陸にある5世紀の (4斎京谷古墳群 (注 4)である。これは径25m前

(5平神社古墳、(6｀子安神社古墳、(7二宮神
後の円墳群であるが、これに続く6世紀代には

社古墳、(8r若酢命神社古墳などのように全長50mか ら30m前後の前方後円墳が築造され、

周辺にも多数の小円墳群が営まれるようになる。なかでも平神朴古墳は全長50m、 高さ5

m余の規模をもつ大形の墳丘で、後円劇:に は害‖石槽みの構穴ぶ石室がある (注 5)。 さら

に八尾平野束部の大光寺丘陵から南側にかけてのF陵地帯にもかなりの墳丘がしられてお

り、膊岐群島における代表的な古墳がこの平野周辺に集中しているのである。後世、この

平野と周辺の台地が隠岐の中心となるべき素地は、すでに古墳時十(に 完b々 していたことを

示 している。

奈良時代における八尾川下流域は 名実ともに膊岐国の中心となり、 ド/1i台地の甲ノ悦「

には 側回衡跡がlヒ 定され、その西北方の丘麓には国分寺とあい前後して建てられたと考

えられる (9Ⅲ権得寺跡 (注 6)がある。ここで河:き されるのは、八犀ギ野用辺の遺跡が、ギ

として西方の下西台地に集中しており、北方の中条、南方の西獄卜地「ズには鰤吉なものが岳だ

められないことであり、国分二寺が営まれたのは、束方のF ttltr帯 で、ここでは前イ(の 選

跡がきわめて少ないという。ことである。ともかく、膊山ケ|ぼ 分だ寺P亦 は、このような環新の

なかにす千まれているのである。

洋1 石野博信「藤田家資拌旧 (関西大学島根大学共卜l]FT下会れ1'F障 山ケ〕′)FJF)‖ rイ用,4 3FF3'I

Iギ 2 働T↓樹河:1

河:3 「付載 隠岐各地出Ji遺物」 (『隠岐〕所取)

汗4 勝謝IW14f「 斎京谷古墳」 (『隠岐』所収)

汗5 111ホ i青 F隠山夕古墳調査報告』 (プ リント)HFイ 和30年 7'I

FI中 豊|,「隠岐島の古墳分布表」 (『膊岐郷 |:研究J7)‖ rイ Ai37f1 11'I

百:6 山ホイド|「初門1寺隣跡」 (F隠崚」所JX)

(,I豚 I「 )
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第 1図  八尾平野周辺の遺跡分布図
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が、その間現地ではブルドーザーによって耕土が削平され、多数のド〒耳が奔ケごされるにル

び、工事は一時中断されることとなった。西郷
"丁

教委ではとりあえず、う,ィナ1討「Tド をHI中 訓

査員と中村小学校勝割
`昭

助教諭に依頼し、25日 から沢!1封 を母μ始した。また12月 2～ 3Hに

は近藤が現地を訪れ、建築跡のあることを砕認し、2ロ タ刻から「仔々者が排まって偽l存 を

券協議し、島後農協の171・ 力によって、J4初討llllの葉煙草露郭育前ハウスの懲I汁地は「付,Fの

畑地に移し遺跡は牧車地として和IHIさ れることとなったのである。なる、弓llttttlttr下 は、||

酔日を利用して実施せざるをイIⅢ ない】★態であったので、一汚と
・のヨド介が箕 J´ したのは12'12f

日であった。

その後、この遺肋はほとんど破壕されることなく牧車地として十,Iイデされることとなった

のであるが、さきl ∫施された古瓦の分布ヨF合 と一瀾'建築跡のFド F下だけでは遺跡の徳,ド は

明らかでなく、棲れ的な傷:存の処置を請ずるには縛々の耐I匙
「がデ,っ たのである。

そのイ,を 考慮した島根県教育委;t会では膊山テケ「FI後教育委芸t会 と材詳し、日Fイ和i44年度に坪

蔵支イ

`財

緊急調FFを 計lrlし 、文4と庁に女、|し て相i」力命の申請壽を排出して認められるところ

となった。

調査は、昭和44年 8''12日 から9川 121は で延べ32日 開実施tた 。訓含和|メイ者には
'F藤

が当り、奈良国支支イし貝オ研究所平城丁fFォ 奔れ,3FT,,す
′
〕!村十

~・

第一訓F下室長、F‖町||「 ヤ文淵
′
|タ

へ
ヽ

■

●

~¬ ~~
|

V  I

|

―
¬

第2図 発掘調査地区図
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官、島根大学山本清教授の指導を受けた。また,調査員として島根県教育委員会社会教育

課石橋逸郎研修員、国学院大学4回生松沢修、近藤滋両若がかカロしたほか、松江市立女子

高校東森市良教諭、西郷町立下西小学校若林久校長、西郷教育事務所小柏美金社会教育指

導主事、佐藤年秀指導主事、海士中学勝部昭教諭、隠岐高校佐々本土佐夫教諭、隠F1/1高校

生の応援があった。さらに、事務局の仕事は、島後教育委員会社会教育係長谷田義治、同

嘱託佐倉美佐夫が当った。調査経過の概要は次に示すとおりである。

3月 12～ 18日 地形測量。方30mを 1地区として東北端をA地区とし、順次西側に及び西

南端を文地区とする。18日 沢村仁第一室長到着。

8月 19日  」。N地区から発掘調査開始。この2地区は昭和42年 に建築跡の発見された牧

草地である。

8月 23日  」地区に瓦留りと柱穴掘り方、 I地区に掘り方を確認、南北 3間の柱間を、もつ

建築F亦確認⑤山本清教授至」着。

8月 27日  I、 」両地区にかけて束西 5間、南北 8間の建築跡を完掘。

8月 29日  M、 N両地区にかけて礎石をもつと考えられる慮築跡発見。基壇は失われてい

る模様。

8月 30日  現地説R/1tt。

9月 3日  M,N地 区に認められた建築跡は両側Q地区の発掘によつて東西 7間,南北 3

間にまとまるらしいことが判明。文化庁記念物課横山浩一調査官、平城宮跡発掘調査部

町田章文部技宮到着。現状の説明。

9月 4日  横曲調査宮の現地括導。写真撮影のため、発掘区の最終的な整ITを 行なう。

9月 5日  写真撮影。実淑I準備。

9月 8日 ～12日  実瀕1図作成。

9月 13日  離 島。

2)第 2次調査

当初この調査は、44年 の単年度事業として計画されたものであるが、結果的に昨年度調

査は寺肋の東北半部を集中的に実施せざるをえなかった関係で、寺域を確認するまでにい

たらず、また伽警配置そのものについても不明の点が多々残わ たのであり、第2次調査の

必要がおこったのである。したがつて、今年度の調査は寺域の西および南限を確認し、オ

つ昨年度の調査で発見したS B 001の 南方に想定される建築跡の検出を主な目的とした。

調査は、昭和45年 8月 10日 から9月 1日 まで延べ20日 間実施 した。訓合の体制は前年度

●



第3図 遺跡地形図
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と同様に奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部の指導を受け、同調査部町田章文部技

官の現地指導を得た。また、発掘担当者には近藤が当り、国学院大学4回生松沢修、近藤

滋、関西学院大学 2回生東雲均 8君のほか、海士中学校勝部昭教諭、西郷教育事務所小柏

美金社会教育指導主事が随時参加された。なお、調査の事務局は島後教育委員会社会教育

係長谷田義治、同嘱託本頼二郎が担当した。日を追っての調査経過は次のとおりである。

なお、宿舎は前年度と同じ有本部落の鈴木強三郎氏宅である。

8月 10日  トレンチの設定。昨年度に設定した測量杭を基準にN,0, P,Qの 各地区に

基準点を設け、 S B 001, S B oo2の 中軸線上に発掘区を設け、N地区 7ラ インから作

業開始。

8月 11～ 13日  N地区に続いて0, P地区に作業を進める。OE7,OF7区 に柱穴の掘

り方を検出したほかは顕著な遺構は認められない。

8月 14～ 16日  14日 は盆のため休日。翌15日 から16日 にかけて台風第 9号来襲し、野外作

業は不能、遺物整即をおこなう。

8月 17日  P地区の南に設定したY地区に発掘区を延ばすがヽこの地区では遺構は認めら

れなかった。

8周 18日  S B 001, S B oo2の 西狽‖柱列を確認すべくRAl～ RClを 発掘、昨年度に

4Fて した柱穴押り方を確認。

8月 19～ 25卜I OE7,OF7で 認めた掘 り方の性格を硲認すべく、東西に発揮区を拡げ

それがF耳 であることが判明。さらに、門の両御に延びる柵列を検出した。この間22日 に

は町田章文部技官到着、25日 まで指導を仰 ぐ。

8月 26～ 27「I SE5, SE4区 に認めた,F世募群を調査する一方、写真撮影のために発

押区/1N体 の清掃を始める。27日 午後から撮影開始。

8月 28日  写真撮影終了。実測準備開始。午後 2時から島後文化財専門委員の現地見学。

8月 29日  実測用の水糸配り完了。

8月 30～ 31日  遺構字
口゙Ⅲ
フ

9月 1日  SE5の �墓副葬品採集。また今後の調査、将来に予想される整備のためにセ

メント枕をO線上に埋設して基点を残す。作業終了。

9月 2日  午前 8時の船で離島帰途につく。

(近 藤  正)
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◎費て
近世墓地

第4図 遺構配置図

当遺跡地は蓄産センター建設、開墾などにより上面がかなり削平されており、大吉F分の

遺構が検:出 された台地北半分では、厚さ約15～ 25Cmの 耕作
=が

直接地 J十 の上にあり、一吉F

キャタビテ痕や耕作痕が地山面に達しているところがあった。また台地南半では南西に下

る谷に向って徐々に耕作土と地山間に暗褐色土が厚みを増し、 トレンチ南端では約80Cmほ

ど堆積していた。なお、この土は停穴、溝状遺構などの埋士にもなっていることから、粉

出された遺物は大部分この層より出北している。よって検出された遺構はすべて地山への

地業痕であり、柱掘方のなかには極端をもので、地山面よりわずか 5 ёm誓度の深さでしか

残っていないものがある。したがって完全に削平し尽された掘方の方位、規模、形態、坪

土などの状態より検討の結果、建物llr 6榛、柵列12条、溝状遺構 4条、土楼 8、 近世」:療

墓 6基などが確認された。

これらの遺構を大別すると重複関係より時期的には2時期確認され、方位的には3グル

ープに分けることができる。ただし方位の違いが時期孝を現わすかどうかは現在のところ

不明である。

●



昭

●

　

　

　

斜

第15図 違構実測図(1)



隠  暗炭褐色土

申  暗褥色土

‖‖‖||1 黄褐色土
:::,:ii: 粛禍色土+木炭

第6図 柱穴掘方実測図

なる、以下の文中では各々の遺構については奈良国立xィ ヒ財研究所の方式にならい、 S

=遺構、A=柵列、B=建物、D=濤、K=土羨、数字一遺構番号を用いて表記すること

とする。

全体の概況としては、丘陵平坦部の北寄りにSB001～ SB004の 4棟の建物址が

並び、その間あるいは前方には柵列を建てそれぞれの建物を区画しているのが注意され、

さらにSB001,002の 西方にはこれとほぼ併行して 1条の南北溝 (SDoo3)が

掘られている。また、建物址群の南方約38mの位置に関 (SBo∪ 5, 006)を 配して

その両翼に柵 (SA012)が 延びでいる。さらに西側の柵列は、 SB005の 西北から

約15m進んだ地点から,ヒ折してR地区へ続いているのが注意される。しかし、東へ延びる

柵列は未発掘であるために不明である。なVDh、 このほかに、南の問、柵と北の建物、柵の

中間には若干の濤と土装が認められ、また、SAo12の 西側には近世の墓地が営まれて

いる。

以下に個々の遺構について建物雉、柵lr、 濤状遺構、土渡の順で略記する∩

,

つ

る

ν
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t建 物 址 〕

SBO01

この建物は今調査で確認された建物の内では最大規模であり、SBOo2に ほぼ重複 して

いる。東西に棟を持ち、かつ南に廂を有す 3× 7間 (柱間距離 9× 21m)の掘立柱建物址

で主軸は磁北に対し西 4度 20分遍 している。

掘方は身舎部分が径1.3～ 1.4mの 円形ないし隅丸方形で黄褐色の埋土には瓦を合まず、

柱穴の認められないものがあり、一部はSB002の 掘方に切られている(第 5, 6図 )。

廂部の掘方は径4C廟 程のほぼ円形で内に径20cm程の柱穴を有している。

SBO02

上述の SBO01を 切ってイNF重複 した東西に棟を持つ 3× 7間 (柱間距離7.65× 21m

の掘立柱建物址で、やはり南面に廂を有している。主軸方位は西 4度 50分 とやや大きく振

れている。

掘方はSB001同 様円形、隅丸方形など不整形であり、柱穴は暗灰褐色粘土内に多量

の炭イヒ物を含んだ埋士で、径30～ 40cmの ものが確認された。また掘方、柱穴共に多量の瓦

片を出土しており、一部柱穴底に礎板のごとく敷いたものがあった。

SB003

SB001の 束10.5mに 柱筋を通して並ぶ8× 5間 (柱間距離 9× 15m)の掘立柱建物

址で、やはり南面に廂を有している。

み「方は一辺約60cぃ の均一性のある方形を呈し、内に経率々35～ 40cpの 嚇裾色粘十の翠Erを

イドす柱穴が確認された。これら村f穴の広には水などの浸透により形成されたものとは異な

つた、やや地 |||よ り青味がかった堅緻な黄褐色朴Jを 敷いたものや、jFb方底部/Jk体 に瓦片

を敷いたものがあった(第 6,7図 )。 また樋方、樺穴のlT士 にも瓦片が含まれていた。

SBO04

農道を抜んで SB003の 東微高地上に約6mを 隔てて検出された掘立柱建物址である

主軸方位は、これまでのものと異なり、磁北に対しわずか東に遍 しており、東西 3間 (柱

間距離 5,7m)、 南北 1間 (柱聞距離 1,7m)分のみ確認された (第 7図 )。
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掘方内、特に柱穴附近には瓦片が多量に含まれていた。

この建物址は、他のSB001～ 003の いづれもが南面廂を有することから、廂部分

のみ検出されたとも考 えられるが、また他との位置関係から、総柱の何か倉庫様の建物の

一部とも考えられる。

SBO05

この建物址は第 2次調査において確認されたもので、 SB001の 南約 36れ に位置

しており、東西に棟 を通す2Xl間 (柱間距離 3.4x5。 4れ )の極端に桁行の長い掘立柱

建物址で、方位も東 6度 30分とこれまでのものと異なる。

掘方は0.8れ程の円形 を呈 し、内に径0.3れ 程の柱穴を有す。特に柱穴埋土はS B002

の柱穴埋土に近似しており炭化物を多く含んでいた。また、多量の瓦片が掘方、柱穴共に

埋土 より出土 している。

SBO06

SB005の東側柱列を切って東に隣接するように建られた。やはり東西に棟を持つ?

×2間 (柱間距離3,4× 5.8れ )の掘立柱建物丸とで、方位もほぼ同様である。

〔柵 〕

次に柵列であるが、多数の柱穴を検討の結果、柵 として考 えられるものは 12条程で、

この中でも建物址 との関連で意味付けられるものは 7条 程で他は明かでない。

SAOOl

SB001と SB003の 間に、これらの建物丸にと方位を同 じくする 3条の柵列が確認

された。 この内の西側の柵アUで SB001の 東 3.5れ に位置 し、南北 3間 (柱間距離 猛2

れ )、 北端 ご東に直角で折れ 1間分 (柱間距離 2,7れ )が確認 された。なお東折部の 2本

の柱穴は、SB001・ 003の 北側柱筋に一致することが注意 される。

SAO02

3条のうちの中央の柵で、SA001の 束 1.3nに位置 し、柱間距難 1.8れ で2間分検

出されている。
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SAOO'3

3条のうちの東側のもので、SB003の 西約 4.5 PrJに 位置 し、ほぼ北端はSB001、
SB003の 北側柱筋に一致 し、南に 4間分 (柱間距離 8.2れ )検出された。

掘方はSB003に 比べ小型ではあるが整 ってお り、柱穴 と共 に埋土内に瓦片 を含んで

いる。

SAO04

SA003の 南 4.2れ に柱筋を通 して 2間分 (柱間距離 4.5れ )検 出されたものである。

なお、柱筋より東に O.3れ外れてはいるが、SA003の 南端 とSA004の 北端より

2,25れ の等距離の位置に 1個 の掘方が検出されている。 この場合、問題の掘方 を含むと

何か柵に観音開きの門のような施設があったとも考 えられ、 2条の柵は 1条 となり得るが、

柱筋を通す とい うものの、 SA004が ゃゃ東に振れていることが気になる。

SAO05

SB003の 南 5。 7れ に位置する3間 (柱間距離 5,7れ )の柵で中央の柱 PHDの 中間には

地山上に直接割石を敷いた径 4 0 Cη の円形掘方を有 し、他の掘方はこれよりやや深 く、一

辺 50勁程の方形 を呈 し、底には一面に瓦片が敷かれていた。この中央の間も3個の掘方

を使い観音開きの問があったと考えられるし

SAO06

SB003の 東約 3.5れ に位置 し、方位はやや東に振れているが北側柱筋 を通 した南ヘ

2間 (柱間距離4.6れ ,の柵で、掘方はほば方形を呈するが、やゃその形状は均一性を欠

いていた。

SAO07

SBα 01と SB003の 間に東西に通る 2間 (柱間距離 4.2第 )の 柵でSA002と

交わると思われたが、やや柱筋が異なることより別の柵 として考えた。

SAO08

SB902の東5阿 よりSB003の北西にかけて伸びる2間 (柱間距離5凛 )の 柵で、

SB003の掘方を切ること、SB002に方位を同じくチることより、SB002に伴
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なうものと考えられる。

第9図 濤,土療断面実測図

柱間距離 9,6れ )の柵で、

ものと考えられる。

SAO09

SA008の 南 7

掘方の切 り合いより

れに位置する4間 (

SB002に 伴なう

SA008同 様、方位

SAO10

この柵は第 2次調査において検出されたもので、 1間分 (柱間距離 3.8れ )が確認され

ているが、 トレンチの関係で未調査ではあるが、SB001と の関係で東に伸びるものと

考 えられる。

sAOII

この柵もSA010同 様第 2次調査において検出されたもので、 2問分 (柱間距離 6.2

れ )が確認されている。これも方位、位置の関係でSB002に 伴ない、更に東に伸びる

ものと考 えられる。

sAo12

1～ 2次調査を通 じて検出された柵のうち最長のもので、SB005,006の 北西よ

り西に 8間 (柱間距離 19.5れ )が確認されている。方位は磁北に対 し東 5度 10分振れ

ている。 これは更にその西端で北折 し、R地区で 2間分検出されている南北に通る柵に続

くものと考えられる。
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〔滞 状 遺 構 〕

濤状遺構は、中には開墾時に地山までおよんだと考えられ、現在の畦畔 と方位 を同 じく

する濤が数条ある。

SDOOl

sB003の 南 15れ に始まり、南北に走るU字濤で南端で東折する。巾は 1～ 1.5れ、

深 さ 50勤で長さは現在約 9'確認されている。埋土は暗褐色砂質上で多量の瓦片を合み、

特に出土濠物中貴重なものとして三彩香炉片がある。

SDO02

SD001の 西約 2れ の所を並行 して通る巾 2れ 、深さ約 20勤のU字濤で、南端は西

南に折れ徐々にその巾を減 じてお り、底の所々にはlgり のような皿状の凹みがある。現在

約 20れ程確認 されてお り、やは ,多量の瓦片を出土 した。今調査で出上 した大部分の軒

瓦片は、この 2条の濤中とその間に広がっていた瓦堆積 より出土 したものである。なお、

この濤はSA005の 掘方 を切 っていた。

SDO03

SB001の 西側 11.5れ のところを南北に走る濤で、巾 60初、深さ約 10例程のも

のであるが、南に行 くにつれ、その西壁は不明確 となり、現在約 12れ程確認されている。

また、SB005の 西方では確認されなかったが、そのほば延長線上以西に近世土墳墓が

あることより、後世の何か寺地内区画の意味 を持 ったものとも考 えられる。埋土が耕作土

であることより、また、開墾時のものとも考えられるが、現畦畔 とは異 った方位 を持 って

ヤ`る。

〔 土 羨 〕

土猿は、確認されたものは 1～ 2次調査各々1カ 所で、小さなもの、あるいはそれらし

きものを含めると5カ 所ある。
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SKOOl

SA004の 西に広がる東西 9れ 、南北 10れ 、深さ約 30助 の皿状土壊で、瓦溜めで

あつた。この土竣は今調査以前に、センケー建設時に検出されたもので、上面はかなり損

じていたが底まで瓦が充満 していた。瓦は平瓦、丸瓦がほとんどで、焼き損 じの瓦 らしく、

ひどく曲折 したものが多く含まれていた。なお、この土壌はSA005の 掘方 を切 ってい

た。

SKO02

SB001の 西 3.5れ の位置に検出されたもので、東西約 5.5れ 、南北は未調査区で不

明である。形状はSK001と 異な り尖底状の土壊で、最深部は切 り込み面より約 80切

ある。この土壊は、そのセクシヨンより2度掘 り込まれた らしく、底の部分 と東側中段に

認められる黄裾色粘質上が最初の埋土で、それを切 って2度 日に掘 り込まれ、灰裾色粘質

土が埋土となっている。やはり瓦溜め として使用されたらしく、灰褐色粘質土中に多量の

瓦 を含み、戊化物も多く含まれていた (第 9図 )。

以上が今調査で確認された遺構の概略であるが、最後に全体的にみて、SA003～

006は SB003と 深い関係を持 っている。 SB003の 中心より径 40尺 (12れ )

の円を描 くとSA006は やや内に入いるが、SA003,005は 円上に載 り、 SA

005の 西延長線上にSA004の 中点が載ることか らSB003の 3面 を囲み、かつ南

面と西面に簡単な門のような施設を有 していたものと思われる。

次にSB005,006は 他の諸建物 とまった く方位を異にするが、南西の谷に対 し直

交することより、さほ ど方位 として問題はな く、門として使用されたものと考えられる。

また、SA012も 門に取 り付 く柵であり、SB006に 伴なう時期に一部東に延長され

て使用された らしく、東端は柱間距離が他 と異 っている。

SA010,011も SA005同 様 SB001,002の 南面を防 ぐ柵 として考えら

れる。

つまり、SB001,003が 第 I期の中心であり、これに伴いSB005,SA00

3-006,010,012が あったと思われ、第 I期においてはSB002を 中心にS

B004(掘 方の感 じが類似 している )、 006と SA 008～ 009,011～ 012が

伴 った と考えられ、他は時期が不明である。また第 I期 でもSB001は 早い時期に建 ら

れたのか、掘方内に瓦を含んでいないことが注意された。 (近藤 滋 )
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物遺Ⅳ

今回の調査で得た寺跡関係の遺物は余 り多くはない。その大半は瓦類で、ほかに若干の

土師器、須恵器、陶磁器、鉄釘などがある。それらは奈良時代から近世にいたるものであ

る。

(1 )     瓦

瓦類は2カ 所の瓦溜 りおよび濤、柱穴などの遺構から出土 したものと、遺構から遊離し

て出土するものがある。 しかし、両者の間には時間的な差異は認められない。種類は軒丸

瓦、軒平瓦、隅瓦、平瓦、丸瓦がある。

軒丸瓦   12弁 の単弁蓮華文で、すべて同一様式を示 しており、このなかで弦が傷の

有無によって2種類あることが知れる。いずれも中房が弁区よりもわずかに高い凸中房で、

周縁に2重の圏線がある。そしてこの圏線は中房と高さを等 しくする。中房は径2.8切 で

比較的小さく、太い圏線 (6効 )に よって囲まれ、 二十4の蓮子を配する。蓮弁は狭長で

幅 1,7、 長さ4o7tの 規模を有 し、特異な鍵をもつ舟形弁である。各弁はわずかな間隔 (4
筋 )を もつが、間弁は中房まで達 していない。外区には幅 6肋 ×高さ2助の2竜の圏線を

配する。

『
『
『

第 10図 瓦,土器実測図
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次にこの製作法であるが、2種類ある。 1は瓦当と筒瓦 を別々に作 り、組み合せるもの、

2はいわゆる1本造 りと称される同時作成のものである。前者は鉱への粘上の打ちこみと

離脱が比較的良好で、弁や圏線が鮮明である。そして、この種類は概 して焼きが柔かく、

赤裾色ないしは灰白色を呈し、胎上には細砂粒を合んだ粘土を用いている。また筒瓦 との

接合部はかなり厚 く、ために文様面が 1切内外となるものがほとんどである。そして瓦当

裏面は指ナデが行われている。後者の例 としては2例 あるが、いずれも鉱への打ちこみが

十分でなく、一見して2重圏の外に平縁があるようなはみ出しや歪みがあり、文様も浅い。

焼成は堅 く、黒色を呈し、胎上にはあらい砂粒を含んだ粘上を用いている。また瓦当裏面

へは仕上げを行わず、そのまま布目が残っている。

これらの鉱は2種類ある。 1は鉱に傷のないもの、他の 1は内区の中房を囲む圏線の内

側に中房 と圏線を結ぶ形で、 1カ 所は弁 と外区の圏線を結ぶ形で、他の1カ 所は同様の地

点に三日月形に結んでいる。 1本造 りのものは2例 とも後者の弦を使用 している。いずれ

にしても、 これらが同一の範の使用における傷かどうかは不明である。また、この傷の位

置から筒瓦 との取 り付け位置が一定 していないことがわかる。

軒平瓦  みな退化 した均整唐草文で、軒丸瓦 と同様、単一の様式である。また、乾は

3種 ある。いずれも無顎で文様部の高さは同 じである。文様構成についてみれば、内区は

退化 した勾玉状の唐草を中心装飾から左右に延ばしている。外区は不統一の間隔で珠文を

配 しており、内区を囲む界線は上部のものだけを瓦当の隅まで延ばし、下部ではそれをつ

くらない。鉱は前述のとおり3種類あるが、 1は文様が細く、それにしたがって各唐草が

連結せず、唐草の断面が△状を呈する (図版第 Ⅷ 下段 )。 2は 文様が太く、断面が梯形

を示す (同右上 )。 3は上記2種の中間的な形式で、やや唐草の長さが短かく、断面は△

状を呈する(同 左上 )。

これらの焼成は軒丸瓦 と同様に灰白色の柔かい焼き上りで細かい砂粒 を含むものと、黒

色の堅い焼成であらい砂粒を含むものとがある。また、仕上げも丁寧に飽で布目を消した

もの、指であらくナデて仕上げているものがある。

隅瓦  いずれも破片で全形を知り得るものはないが、横長のものと縦長のものがある。

すべて平瓦を焼成前に縦方向に切ってつくられている(図版第Ⅸ )c

平瓦 ,丸瓦  採集したものをすべて精査していないので、詳細は不明であるが、一般

的な傾向としていえば、次のようである。すなわち、平瓦はすべて縄 日の叩日で整形され、

またなかにはそれを磨消した例も若千ある。表面の周縁は館で削って整形 している。また

これに残る模骨痕からその幅は 3、 4、 4.5∽ の間のものであることがわかる。完形品は



ない。

九瓦は玉縁のものと

行基式のものの2種が

あるが、 どちらかとい

えば後者が多い。

(2)土 器その他

須恵器  量は多く

ないが、甕、界、鉢な

どの器形がある。不は

底部に糸切 りを有し、

胎土は細砂 を含み、焼

成はやや柔かい。甕は

内部に円形の叩目を有

する。焼成は堅 く、胎

土は細砂を含んでいるc

鉢形土器 (第 10図 4

は胎土に細砂を含み、

クロ痕を全面に残すが口

第H図 施 釉 陶 器

焼成は堅い。復元口径は 18.6印 、復元高 12.5帥 をはかる。 ロ

縁内部を刷毛で整形する。口縁附近|で内曲し、口居で再び外反する。また、器の内外画面

に一様に黒漆を塗沫する。

鉢形土器を除いてほかは小破片であり、時期などを決定する資料に乏 しい。

土師器  これも量的にごく少なく、また小破片が多く、図示 した 1例 のほかに数点が

原形を知 り得る程度である。器形は碗 ,郭 ,Ⅲとなどが認められる。 llll形 土器は胎土に細砂

を多く含み、内面は黄褐色 と黒色があり、外面は黒光りのする比較的堅い焼 き上りになっ

ているゥロ径 15.6伽 ,高 さ215印 をはかるっ底部は糸切り痕を有 し、やや内湾ぎみに口

縁にいたる 第 10図 5)。

施和駒器  南側の瓦留りか ら4片が出土している。このうち3片が同一個体で、内外

両面に緑 ,褐色の釉を施す。器形は小破片のために判然としないが、2条の沈線 と2孔 を

有している。他の 1片は緑釉陶器で、軟陶である(碗形土器の口縁であるが、器肉はきわ

めて薄 く、口径その他ヤよ不明であるr第 11図 )。

鉄釘  数本出上 しているが、お,片 でしかて,腐蝕がはげしく、全形を把握できない。

(松沢 修 )
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V 近世の墓地

〔 遺 構 〕

この近世墓は、SB005の 西側に延びる柵列を調査するために設けた ドレンチのSE

4～ SE6に かけて認められた。調査の性質上 トレンチ内に確認されたものだけにとどめ

たので、群の範囲などについては不明であるが、その性格についてはおよそのことがわか

る。

まず、その位置はSB005の 西端から 18.5れ ,SA012か らはおよそ4脇離れた

畑に埋没したもので、検出した もの の総計は 6基 をかぞえる。分布する範囲は東西 7猾

南北は不明である。また、各墓の間隔は第 1号墓から第 5号墓までは 1.5～ α5,の合間

を保 っているが、第 6号墓はこの 1群から2″近く離れて掘 られている。

墓の上部構造は不明であるが、下部の構造は土葬用の上壌である。以下それぞれの概要

を示す。

ヽ
Ａ
イ
ー
ー

♀   . 当

第 12図 近世古募分布図
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卜
山

イ

ー

ー

第13図 古墓実測図

第 1号墓  東北隅にある方形の墓残である。上縁の東西径 1.15れ 、 底径 9 8ca、南北

の現径は 65m、 深さは 50勁前後であり、耕作土上面からは 70c解前後をはかる。渡内

の状況は、中央部にピット状の黒上の落ちこみがあり、なかに瓦片、礫が落ちこんでお り

これがもとは棺の ti部 に置かれたものであることがわかる。そして掘 りこみの肩の部分に

棺材 とそれに着装 された鉄板が認められた。 外側に鉄板を張 った立方体の坐棺であろう。

東西の 1辺 は 70印 ,深 さ 50切 前後をはかる。副葬品は認められなかった。

第 2号墓  第 1号墓の南側 1.6胞 にある円7//の墓壊で全体のおよそ4分の 1を検出し

た。東西の現径 92∽ 、復元径は 1胞前後、深 さは 9～ 7 tVl、 耕作 土 ti面 からは 25切ほ

どのごく浅いものである。この墓城はさきにも述べた とお り中心部まで調査の手をおよば

していないために権の構造、副葬品の有無については不明である。

第 5号墓  第 1号墓の西側へ 97∽離れて営まれた方形の墓境であるが、これまた南

半部 しか調査していない。墓妖 li縁 の束西径 1.24れ 、底径は 91印、深さは 50鰍 前後

であるc墓城の中央部に径 65Cれ の方形の落ちこみがあ り、なかに際 と瓦があ った。第 1

号墓 と同様な棺益の上にあった 11潮∫構造の 1部 であろう。なおこの落ち,こ みのなかには鉄

釘 と鉄環が認め られたほか、建班 ti縁 に近い レ八ルに墨書のある板材が 1片 発見された。

第 4号墓  第 3サ 墓の南に併行して掘 られたもので、プランは長方形を示す。東西の

上縁径は 1.25れ 、南北径は 76～ 70∽ をはか り、東側がわずかに広 くなっている(底

径は 1れ から 60 cη 、深 さは 18～ 1 0cη で東側が探 くなっている。副井品は認められな

か った。



Z

第 5号墓 第 4号

墓の西南側に掘 られ

た墓壊で、プランは

円形 を示す。上縁の

径 1.03れ 、底径は

84旬、 深 さは 50

∽ をはかる。底に鉄

鎌 1、 扇子 1、 煙管

1、 鉄環 1の ほかに

扇子の上部と周囲に

は寛永通宝 12枚が

認められた。これら

はみな棺内に収めた

副葬品であろう。

第 6号墓 1群の

なかで西端に位置す

る墓城でプランは隅

丸方形を示す、上縁

径は東西 1.1れ 、南

棺材や副葬品は認めら

う

マ

排
Cm

第 14図 第 1号墓,第 3 号墓,棺材その他実測図

北 1.4れ 、底は 1れ から 93碗 ある。深さは 20切前後をはかる。

れなかった。

〔 遺 物 B

近世の姦地から発見された棺材ないし、その附属品、また副葬吊はそれほど多くはない。

すなわち、遺物の発見されたのは、第 1号 ,第 乙号,第 5号の各墓だけであり、そのほかの

墓 には何 ら遺物を認めることはできなかった。以下それぞ和について説明する。

第 1号墓  棺材だけである。 1は 棺の側面に打ちつけてあった鉄板であるが、全体の

形状は不明である。厚さ1筋 の鉄板を鉄鋲で留め、上方に錠板をつけたものである。2は

ハー ト形に切った桐材に3箇の青釦鋲を打ちつけたものであり、2衝 ある。墓疲中央の_L
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狐

僻

0                       8cm

第 15図  第 5号墓 副葬品その他実測図

部に認められたもの

である。材の中央に

径 4翻の竹釘を通 し

た子とがある。棺の蓋

にとりつけてあ った

ものであろう。 3は

鉄釘である。合計 3

本を認めたにすぎな

い。 1本の釘には、

横に木 目の走るもの

がある。板の厚 さを

示 している。厚さ8

肋前後である。

第 5号墓 環 2箇

と鉄釘 12本 、墨書

銘ある木札 1枚が認

められた。鉄製環は

2個 あって同形 、同

大である。鉄製の簡

単な銀のついた環で

径 9,7切、環自体の直径は 1例前後をはかる。発見された位置からして棺の側板に固定 し

てあったものであろう。鉄釘は 1本の湾曲するものを除 くほかは同形の笠釘である。長さ

は 5.6～ 3.5師、径は5筋前後で断面方形を示す。墨書銘ある木片は、長さ3.9翻 、幅

2.5銅、厚さ3初の松材である。片面に「勝地 lと ある。位牌の類の残片であろうかЭ

第 5号墓  棺関係は鉄釘 12本、鉄環 1箇。副葬品は鉄鎌 1、 火打金上、煙管 1、 扇

子 1、 寛永通宝 12枚 である。釘 (4～ 8)は普通の形 を示すが、長さ9.5～ 4.7c制 をは

かるが、長いものは 1本 だけである.環は小形のもので、ごく薄い駆金をもってお り、

その内面に漆の附着がみられる。墓壊の底に認められたものであるが、棺碁のものであろ

う。鉄鎌は、現代でも使用 している革刈鎌である。刃部の棟の厚さは薄く3.5″″を有する(

関の部分に柄を固定するための資金具があり、菫端に近い部分には日釘が残っている。そ

の長さは 2 Cη 、径 6″″ある。火打金 (第 15図 2)は盤状を呈する通有の品で長さ8∽、

＼◎一環
早司

攀 ば
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幅2続、厚さ3繊となかる。両端の細(なった部分は左側に本片、右には青銅板が附着し

ている。煙管(0)は吸口と歴首は青銅でt竿騨篠佑である.。 保存が悪く、全長は1知 り得

ないが、現存長は la.4協 ある。火―皿の直径は1.5印、深さ8盛をはかる.:ST‐ (1● 多

は親骨2楳―と若十分子骨が1森 ってい.る にすぎず,要の1部分も不明である。親骨は現存長―

14.8勤、先端の幅■.5‐勁あう。■製で、表面は黒漆が塗,て あり、内面には銀紙の附着

をみることができる。寛永通宝―は 12枚あるが、大きさ、文字の違いなどから2纏に分け

られる。とは毎25m‐i厚さ1筋で文1字は大い。2篠ある。・2は 1よ りもやや小形の銭で

径Z.3卸 Ⅲ厚き1続―、文字は小さく細ぃ。 10棋あるが、21袂にはこまかい繊目のついた

布が附着してヤヽる。

(藤 正 )

●
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Ⅵ ィJヽ

これまで、項を分 って遺構と遺物についての概要を述べた。ここではそれらをもとに若

千の私見を述べて結びにかえたいと思う。

まず、占地の問題であるが、すでに述べたとおり、この遺跡は、隠岐群島における有数

の八尾平野を望み、かつ国衝の置かれた下西台地を一望できる景勝の地であり、しかも西

北方にある国分僧寺との距離は約 4町 をはかる。距離的にみて諸国の国分僧寺と国分尼寺

との隔たりと相似たものであることがわかる。

寺域については、これまでの調査結果を総合 して考えた場合、地形的に多少の起伏が認

められるけれども、東西 360尺 (約 108れ )、 南北 180尺 (約 54れ )の範囲をとる

ことができるが、】ヒ側に認められたSB001の 】ヒ部とSB005,006か らさらに南

へ平坦地をたどっていけば南北の距離も360尺 をとることができる。 とすれば、この寺

跡は 1町四方の寺域をもっていたと考えてよい。それは、SB001な いしSB002の

中軸線をもとにして東西にそれぞれ半町ずつとってみれば、西側は畑の境に当ってそれ以

西は一段下って山林とな り、また東側はSB004の 東端より 60尺約 18脇離れた地点

から次第に傾斜をみせており、その附近の等高線も南北に直線状を描いているのである。

したがって、東西の四至線はこの附近にあったとみてよい。これに対 して市北の四至線は

北側の地形をもとにして考えれば、SB001の 柱列より 60尺約 18れ 離れた地点から

北はかなりの斜面をなしており、これを北倶1の 四至線とみることができる。南側も同様に

して、門と考えたSB005,006の 東西中軸線から140尺 (約 42れ )の地点から

次第に地形は傾斜をみせており、東南隅にある島後畜産センターの敷地が、南と東の土地

よりも一段高い位置を占めているのもこれとよく符合しているのである。かようにみれば

第 2年度で発見したSB005,006は 、実は中門的なものであったとも考えられ、そ

の両側に延びる柵列も一種の廻廊的な意味をもっていたとみられなくもない。

建物址については、これまでの調査で、その配置なり、構造なりについて多くの問題が

提起されている。その一つは、現在までに判明している建物の配置状況が普通の寺院跡と

は大いに違 っていることである。すなわち、初年度に発見したSB002,SB001を

講亡に想定すれば、その前方には金堂跡を置いたと思われ、事実それだけの面積は充分に

あったのである。にもかかわらず、調査の結果はそれを発見することができなかったので

ある。 とすれば、 u埼 初考えていたSB002な いしSB001は 実は金↑士としての性格を

結
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もった建物ではなかったか。さらにそあ東にある5間 3間 のSB003が 講堂として使用

された可能性があるのではなかろうか。

一方、このような配置 と構造を示す建物址の性格としていまひとつ考えられるのは、寺

院以外の遺跡ではないかということである。すなわち、周吉郡の郡衝跡に比定することで

ある。天平 4年 (732)の 「隠岐国正税帳」 (注 1)に は4郡の合計 55棟の正倉がみえ、

そのうち遺跡の所在する周吉郡には「都合正倉奄拾喜間
套

動穀倉五間  動用穀倉一間
用ヽ稲倉一間  義倉一間

羅魯二圏  塾聖畠
四間 」とぁって 17棟の正倉がみえる。 (注2)ま た、長元3年

(1030)の 「上野国交替実録帳」 (注 3)に は平安時代における郡行の規模がみられ、

正倉のほかに館、郡庁があってそれぞれが屋で構成されていたことがわかる。

われわれの調査 した建物址は、SB001～ SB003が 、郡庁としての性格をもって

いるらしいこと以外には、確かな証拠をつかむことができなかったのであり、郡衝のなか

では最も棟数の多いと考えられる倉正跡はまったく不明というほかはない。 とすれば、こ

の遺跡はやはり寺跡 と考えた方がよさそうである。その第 1の 理由は、郡衡に瓦の使用さ

れた例はきわめて少ないことである(注 4)第 2の理由は、使用された瓦が隠岐国分寺

のそれと同一である点を注意 したい。すなわち、軒丸瓦、軒平瓦 ともに国分寺瓦 と同一の

文様、焼成になるものであることが両者の関係の深さを思わせるのである。

第 3の理由は、離島の小国であるという隠岐 国 の諸搬の条件から、伽藍配置に特異な

ものがあったのではなかろうか。すなわち、上表 (注 5)に示すごとく、出雲、石見、

隠岐の 3国 を比較 した場合あらゆる点において隠岐国は劣っている。にもかかわらず、天

平 13年 (741)の詔 (注 6)は諸国均―のものであったのである。現存する諸国の僧寺

は規模なり、伽藍配置に多少の差こそあれ、一応の堂塔を備えたものであろうが1こ と隠

岐国分尼寺の場合は違っているのである。それは、一応寺院の形態をとるとすれば最少限

に必要な金堂 と講堂を寺域の北辺に並べて建て、その南辺に門と柵を設け、さらに金堂と

講堂の中間、講堂の前面に短列の柵を置いて小規模でしかも数少ない建物を視覚的に大き

きく、かつ複雑にみせる配慮がなされたとも考えられるのである。

殻 等級 位置 郡数 郷数 田 積 官 稲 官稲国分寺料

隠  岐 下国 とヽ退 12 582町 2段 342歩 70,000東 5,000束

石  見 中国 工ヽ
込 6 37 4,884町 9段  42歩 391,000束 20,000束

出  雲 上 国 中 10 77 9,435町 8段 285歩 695,000束 40,000束

三 国 諸 事 項 比 較 表
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全域の調査が完了 していない現在で

は、このほかにどのような建物が存在

するのか一切不明といわざるを得ない

が、SB003の 東方に認められナー東

西の間口3間 を数えるSB004あ る

いはSB003の 北側にも東西方向に

並ぶ柱穴の掘 り方を認めているので、

若子の建物が併存していたことは推察

することができる。

終 りに、この寺跡における瓦の系譜

について述べておきたい。軒丸瓦の瓦

当文についてはさきに記したように、

簡略化されたものであるとはいえ、本

上の瓦当文にその祖形 を求めることが

できる。特異な逮をもつ狭長な舟形単

弁と二重の圏線によって特徴ずけられるこの瓦は、同時期のものとして鳥取県岩美郡国府

町の因幡国分寺跡の瓦をあげることができる。そして、これらの祖形 としては、鳥取県西

伯郡淀江町福岡所在の上淀廃寺、あるいは安来市野方町真崎の教異寺跡出上の第 1類～第

3類の瓦が指摘される(注 7)。  隠岐国分尼寺跡の瓦が、本土からどのような経路をたど

ってこの地にもたらされたのか、速断はできないが、この形式は山陰に広く分布する特異

な瓦 とみなしてょい。それは、さらに隠岐国内においても他に影響をおよば してぃる。す

なわち、西郷町下西にある権得寺廃寺あるいは五箇村郡の犬町廃寺瓦の一種には、複弁様

式の蓮弁に 4棄の遠を表現するものがあることによっても、うかがうことができ賓注 8)。

注 1.東京大学史料編纂所『 大日本古文書』編年之― (453ペ ージ )昭和 43年 4月 覆刻

注2.注 1前掲書 458ページ

注3.竹内理三編『平安遺文』古文書編第9巻 (3513～ 3538ページ)昭和39年 2月

注4.延暦14年関7月 15日 の太政官符「応建 置倉院真 」には「・"中 加似倉舎

比近。構宇相接。一倉失 火。百倉共焼。 ""。 」 とあ って瓦葺の倉 もあ ったこ とが

しれる。(『 国史大系』25類乗三代格(387ページ)昭和40年 8月

注5.こ の表はF新修島根県史』通史編1(昭和43年 3月 )掲載の諸表から参酌した。

第 16図 教異寺系軒丸瓦
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注6 『 国史大系』25 類乗三代格(「国分寺事」 198ページ)

注猛 江谷寛「山陰における古瓦の系譜」 (「 古代文Iヒ 』17の 5)昭和 41年 12月

近藤正「出雲国風上記所載の新造院とその造立渚」(F日本歴史考古学論叢』第2

注  所収)昭和43年 7月

注8 第16図左上から上淀廃寺・因幡国分寺跡・権碍寺廃寺。右上から教具寺跡 ,1隠岐       ‐

国分寺跡 ,犬町廃寺。

(近藤 正)       ・

●
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図版第V 遺構(4)と 瓦留 り
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図版第Ⅷ 出土瓦 (1)

軒丸瓦 (上二 r坐 )と 軒平瓦 (下三段 )



図版第Ⅸ 出土瓦 (2Ⅲ

丸瓦 r左 )と 隅平瓦
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